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植物の病害抵抗性反応の一つとして、抗菌性二次代謝産物であるファイトアレキシンの生産があげられる。

本発表では、イネのストレス応答的なファイトアレキシン生産を制御する二次シグナル因子としてサイトカ

イニンの役割を検討した。まず、イネに病害抵抗性反応を誘導するエリシターの1つであるCuCl2を処理する

と、サイトカイニンの内生量が増加することが示された。また、ストレス応答性を示すサイトカイニン生合

成遺伝子のノックアウト株をゲノム編集により作出したところ、 CuCl2処理後のサイトカイニンの蓄積量が

著しく低下した。今後、この変異株におけるファイトアレキシン生産を解析していくことで、イネのストレ

ス応答的なファイトアレキシン生産におけるサイトカイニンの機能が明らかになることが期待される。な

お、本発表は私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「植物オキシリピンの生理機能の解明とその応用」によ

る支援を受けて行った。
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【発表者について】アンダーラインは本学教員、研究員および技術職員、○は発表者、※は大学院生、卒研生または卒業生
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イネのストレス誘導的なファイトアレキシン生産へのサイトカイニンの関与

Involvement of cyotokinins in stress-induced phytoalexin production in rice
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JA非要求性経路

サクラネチン

イネにおけるファイトアレキシン誘導機構のモデル


